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企業の多くは9時に始業する。このために一斉に皆が通勤し、道路は渋滞し、バスや鉄道は混雑し、
多くの人が毎朝疲労を覚えることとなる。しかし重要なのは、企業にも9時に始業する理由があると
いうことである。
私の研究は、なぜ、どこに立地する企業が、そしてどのような企業が9時に始業するのかをまず明
らかにすることである。企業も伊達や酔狂で渋滞が酷く通勤に長い時間がかかる9時に社員を出社
させているわけではない。そこにはれっきとした理由があるはずなのである。それをまず明らかにす
る。
次に、一つの企業が始業時刻を9時からずらしたら、社会にどれだけの良い影響があるかを明らか
にする。例えば8時半や10時に変えることで、どれだけ渋滞や混雑が減るかをシミュレーションしたい。
最後に、始業時刻を変更することの企業にとってのデメリットと、社会にとってのメリットを比較し、
政府は企業に始業時刻の変更を促すべきか検証したい。また例えば始業時刻を混雑時間帯からず
らしたら、補助金を支給するといった政策についても是非を明らかにしたい。

研究概要

我が企業や組織はデータを持っているけれど、活かしきれていないとお悩みの方は、是非お声をか
けてください。、私はデータ分析を得意としています。
またどんなデータを集めれば良いかわからないと課題を抱えている方も相談していただければと思
います。こんなデータがあればこんな研究ができますと相談に乗ることができます。

産学連携の可能性（アピールポイント）

・私は鉄道総合技術研究所の松本涼佑研究員と共同研究を行っています。共同で鉄道混雑の分析を
行っており、現在も継続中です。
・政策研究大学院大学と住宅金融支援機構が共催している「住まいとまちづくりに関する短期特別研
修」で2018年から2023年まで講師を務めています。

外部との連携実績等
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